
  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４－３ 詳細法工学的基盤（Vs=500m/s 層上面）の深さ分布図 
（ハイブリッド合成法による強震動計算においては､詳細法工学的基盤を基準面（GL0m）

として三次元地下構造モデルが作成されるため、詳細法工学的基盤の深さについては､修

正を行わず､その直下の層（P 波速度 2.0km/s 層）以深の層を修正の対象としている。）
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